
新
た
な
環
境
基
本
計
画
に
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
て
い
く
の
か
。

質
問
一

水
土
里
の
交
流
圏
の
構
築
と

の
関
連
は
。

二

原
子
力
や
放
射
能
の
影
響
に
つ
い

て
。

答
弁
一
（
市
長
）

水
土
里
の
交
流
圏

の
環
境
面
の
柱
の
一
つ
に
自
然
景
観
の

保
全
と
そ
の
活
用
が
あ
る
。
環
境
面
で

の
配
慮
と
い
う
点
か
ら
関
連
性
が
あ
り
、

次
期
環
境
基
本
計
画
は
総
合
計
画
と
の

整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
の
進

捗
状
況
や
課
題
を
踏
ま
え
て
実
効
性
の

高
い
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

二

国
は
昨
年
８
月
に
放
射
性
物
質
汚

染
対
処
特
別
措
置
法
を
制
定
す
る
と
と

も
に
、
本
年
４
月
に
第
４
次
環
境
基
本

計
画
を
閣
議
決
定
し
、
放
射
性
物
質
に

よ
る
環
境
汚
染
対
策
を
示
し
た
。
市
で

は
大
気
中
の
放
射
線
量
の
測
定
な
ど
の

対
策
に
よ
り
、
市
民
の
不
安
の
軽
減
・

解
消
に
努
め
て
き
た
。
現
在
も
測
定
は

継
続
中
だ
が
、
測
定
値
に
大
き
な
変
化

は
な
く
安
定
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

国
は
２
０
３
０
年
の
原
子
力
発
電
の

割
合
を
議
論
し
て
お
り
、
今
後
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
る
予

定
で
あ
る
。
環
境
基
本
計
画
の
原
子
力

や
放
射
能
の
影
響
に
関
す
る
位
置
付
け

は
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

高
齢
者
の
生
活
支

援
の
充
実
に
つ
い
て

質
問
一

平
成
１８
年
か
ら
の
５
年
間
で

人
口
が
１
人
減
少
し
た
。
坂
戸
市
と
日

高
市
は
増
加
を
し
て
い
る
が
、
各
市
の

人
口
増
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

二

坂
戸
市
、
日
高
市
の
人
口
増
の
要

因
の
施
策
か
ら
本
市
が
学
ぶ
こ
と
は
。

三

人
口
の
固
定
化
は
高
齢
化
が
進
む

が
、
住
民
税
等
の
税
収
面
で
の
影
響
は
。

四

子
ど
も
の
人
口
の
減
少
は
、
将
来

的
な
小
中
学
校
の
運
営
に
影
響
が
あ
る

の
で
は
。

五

人
口
の
増
加
に
結
び
付
く
魅
力
あ

る
施
策
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

坂
戸
市
の
人
口
増

は
、
大
規
模
な
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
日
高
市
も
一
定
規
模
の
開
発
行
為

等
が
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

二

暫
定
逆
線
引
き
地
区
の
見
直
し
や
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
住
環
境
の

整
備
向
上
で
人
口
の
増
に
つ
な
げ
る
。

三

団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た
年
齢

層
の
退
職
後
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

四

学
校
規
模
が
小
規
模
化
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
集
団
の

中
で
の
学
び
合
い
の
機
会
が
少
な
い
反

面
、
き
め
細
か
い
指
導
が
で
き
る
。

五

第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画
の
も

と
、
職
住
接
近
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
農
業
大
学
校
移
転
後
の
跡
地
利
用

な
ど
を
進
め
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

適
正
な
通
学
区
域

の
中
間
答
申
に
つ
い
て

市民課窓口

大野 洋子 議員

新たな環境基本計画の方針

現計画の進捗状況等を踏まえ策定

鶴
ヶ
島
市
の
人
口
推
移
に
つ
い
て

鶴ヶ島市環境基本計画の冊子

都
市
計
画
法
運
用
で
人
口
増
を
図
る

持
田

敏
明

議
員
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